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各校事務職員様
連携会議事務局長　常　陸　敏　男
「スクールニューディール」について
　
明日の市内中体連、私もソフトボール会場担当なので、早く帰ろうと思っていましたが、ちょっと気になる情報があるのでお知らせしてから帰ることにします。

表題の「スクールニューディール」ですが、ご承知の政府補正予算で決定した「地域活性化・経済危機対策臨時交付金」に基づき、文部科学省の補正予算のメインタイトルとなっているのがこの言葉です。具体的には添付の資料ファイルをご覧いただきたいのですが、例えば、「全小中学校に電子黒板の導入」だとか、「理振備品一校１００万円（？）」だとか、「教室テレビのデジタル化」など大盤振る舞い的な予算措置であります。

既に多くの地教委が申請作業を進めているようで、過日の教育長挨拶回りの際に、教育長の口からも若干の構想が語られ、さらに過日の校長会でも、話があったようです。

さて、ただでさえ苦しい備品購入の台所がこれで潤うことはありがたいことですが、少しく心配事もあります。例えば、電子黒板は本校にも数年前既に配備されていますが（５０万円もしたらしい）、「使われたのは３回くらい」という代物です。学校での十分な検討無しに安易に購入するとこういうことになります。なかでも、職員用ＰＣについてはもし導入ということになれば、これまで個人用で我慢していたことを考えれば大変ありがたいことではありますが、とりわけサポート体制をしっかりしてもらわなければ管理運用に莫大な労力を消費することになりかねませんし、既に樽中のように「勝手に職員室ＬＡＮ」をしているところでは、システムの引っ越しなども本当の引っ越しなみに大変なことになることが予想されます。ですから、現場への十分なガイダンスやレクチャー、意見聴取などが絶対に必要なことだと思いますが、そうなるのでしょうか。

一部情報では、満度申請しない地教委には文部科学省が直に電話入れているとか、説明会で文科の役人が「私たちを失望させないでほしい」と発言しているとのこと。押しつけと言えなくはない面も見え隠れしています。

このことについて連携会議で出来ることは、市教委に説明を聞くことぐらいかもしれませんが、出来るだけ現場の主体性を発揮して対応したいものです。

とりあえず、近々、市教委にコンタクトをとりたいと思いますので、情報交流を活発にさせて行きましょう。

添付ファイルもご覧になってください。

